
 　県定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金」の合算額

 　計画策定年度：平成29年度

 　計画年次：平成30年度～令和５年度

那覇市 4,569,496 千円
赤字削減予定額

（率）

宜野湾市 1,129,452 千円
赤字削減予定額

（率）

名護市 1,064,552 千円
赤字削減予定額

（率）

・沖縄県国民健康保険運営方針で設定されている収納率目標
である94.3%の達成を維持する。
・保険税率等の改正の検討を行う。
・レセプト点検員の資質向上を図るなど、医療費適正化を図
る。

244,908 千円 273,573 千円 11,205 千円 △ 18,504 千円 △ 20,174 千円 280,331 千円

・沖縄の特殊事情に配慮した財政支援要請を引き続き行う。
・納税催告センターと委託契約し、電話や文書など対象者の
状況について連携を図り、 効率的な納付勧奨を行う。
・滞納処分を強化する。
・納税催告センターと契約し、電話や文書等で対象者の状況
について連携を図りながら、効率的な保険税の納付勧奨を行
う。
・国保資格を喪失した滞納者に対しては、納税課へ移管して
専門的に滞納処分等を行い徴収強化を進める。
・レセプト点検等主任の設置による点検業務の強化と資格過
誤について医療機関への積極的なレセプト返戻の実施など、
健康部による横断的な医療費の適正化を進める。

180,042 千円 △ 26,215 千円 △ 342,838 千円 △ 146,977 千円 685,461 千円 △ 289,681 千円

・今後も赤字解消に向けて適正な税率設定を検討する。
・レセプト点検強化や特定健診受診率、特定保健指導率の向
上に努め、保険給付適正化及び医療費適正化を図る。
・保険者努力支援制度で得点率の低い指標を重点的に取り組
む。

1,700,000 千円 △ 300,000 千円 170,000 千円 △ 30,000 千円 △ 190,000 千円 △ 2,170,000 千円

第6年次

市町村の主な取組内容 備考

令和５年度

沖縄県県赤字削減・解消計画　（県定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面
　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ適切な
保険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。
２　支出面
　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り組む。
　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。
　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名
（市町村）

赤字額
（平成28年度）

計画年次 第1年次 第2年次

年　　　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

第3年次 第4年次 第5年次
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第6年次

市町村の主な取組内容 備考

令和５年度

保険者名
（市町村）

赤字額
（平成28年度）

計画年次 第1年次 第2年次

年　　　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

第3年次 第4年次 第5年次

今帰仁村 328,302 千円
赤字削減予定額

（率）

金武町 105,526 千円
赤字削減予定額

（率）

北中城村 326,712 千円
赤字削減予定額

（率）

中城村 99,189 千円
赤字削減予定額

（率）

西原町 1,426,560 千円
赤字削減予定額

（率）

八重瀬町 596,585 千円
赤字削減予定額

（率）

与那原町 63,000 千円
赤字削減予定額

（率）

139,935 千円 65,507 千円 27 千円 △ 207,214 千円183,858 千円

・口座振替推進を行い、収納率の向上に努める。
・特定健診の受診率向上を図り、個別的に重症化予防の対策
も行う。
・医療費通知等を通して被保険者に医療費に対する意識の高
揚を図り、国保財政運営への理解を促す。

△ 153,779 千円 56,440 千円 184,400 千円 202,191 千円 153,582 千円 △ 120,285 千円

・ﾚｾﾌﾟﾄ点検業務の強化など医療費の適正化を進める。
・令和2年度から引き続き、特定健診の受診率向上を目的にAI
を活用した受診勧奨を実施する。
・保険税統一等の動向を注視し、保険税率等の改正を検討す
る。

19,000 千円 △ 11,000 千円 22,000 千円 8,500 千円 △ 45,500 千円 △ 86,841 千円

・被保険者の置かれている状況と今後の保険給付費等の推
計を踏まえ、国保税率、税額の見直しを行う。
・AIを活用したレセ点検による点検漏れや第三者求償の取りこ
ぼしに努める。
・医療費の抑制・医療費適正化の取り組みを進め、医療費の
削減に努める。

58,675 千円

・国民健康保険税の県統一を鑑み、賦課方式や税率の見直し
に取り組む。
・重症化予防等の医療費適正化対策を強化し、保険者努力支
援制度等の補助金の獲得に繋げる。
・金融機関の口座振替やコンビニ支払等を活用し、収納率の
向上に努める。

182,038 千円 △ 93,433 千円 2,960 千円 40,918 千円 20,269 千円 △ 98,110 千円

・標準保険料率を参考に、保険税率を見直す。
・収納対策の強化及び引き続きジェネリック医薬品の推奨及び
重症化予防対策を中心とした医療費適正化に努め、保険者努
力者支援制度等の公費獲得に繋がるよう、事業の見直しを行
い、法定外繰入金の圧縮を図る。

29,520 千円 △ 34,022 千円 △ 57,889 千円 53,544 千円 △ 101,643 千円 △ 178,356 千円

・口座振替の推進等納税に関する啓蒙活動を強化し、収納率
の向上につなげる。
・特定健診・特定保健指導の受診率向上及び保健指導によ
り、更なる医療費抑制を図る。
・国保税の改定について検討する。
・健康づくり推進協議会等による、医療費適正化を目標にした
健康づくりへの取り組みを行う。

△ 5,444 千円 3,151 千円 30,229 千円 36,153 千円 △ 47,956 千円 △ 79,463 千円

・保険税率等の改正を検討する。
・特定健診について、受診のお知らせをこれまでの対応に加
え、SNSによる勧奨を追加するとともに、保健指導、疾病の重
症化予防を行う。
・町民へジェネリック医薬品の活用促進等の医療費適正化に
努める。

126,927 千円 105,083 千円 13,025 千円 22,676 千円 △ 8,580 千円 △ 46,565 千円

64,036 千円

177,781 千円

67,686 千円

173,936 千円

165,628 千円

201,680 千円

360,000 千円
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第6年次

市町村の主な取組内容 備考

令和５年度

保険者名
（市町村）

赤字額
（平成28年度）

計画年次 第1年次 第2年次

年　　　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

第3年次 第4年次 第5年次

南風原町 1,396,999 千円
赤字削減予定額

（率）

南城市 706,010 千円
赤字削減予定額

（率）

合計 11,812,383 千円

56,691 千円 181,636 千円 △ 69,100 千円 177,107 千円 △ 38,572 千円 △ 327,258 千円

・標準保険税率等を参考に保険税改正について検討する。
・納期内納付を推進するため、マルチペイメントネットワークを
活用した口座振替利用の促進。
・レセプト点検員の知識向上を図り、医療費の適正化と抑制を
図る。

・本町及び県全体の国保会計の決算状況等を分析し、あるべ
き本町の国保税率を検証する。
・医療費適正化に取り組み、各種保健事業の推進を図る。ス
マホ収納等の手続きの簡素化や収納チャネルの拡大を図り、
収納率向上を目指す。
・ヘルスアップ事業の推進による健康増進、医療費通知等に
よる医療費抑制への意識向上、納付金算定過程の加算・減算
項目等の課題対策を図る。

742,970 千円 207,207 千円 516,141 千円 44,908 千円 △ 78,397 千円 △ 50,594 千円
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 　県定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金」の合算額

 　計画策定年度：令和元年度

 　計画年次：令和２年度～令和７年度

宜野座村 52,861 千円
赤字削減予定額

（率）

嘉手納町 79,015 千円
赤字削減予定額

（率）

北谷町 47,273 千円
赤字削減予定額

（率）

合計 179,149 千円

・重複多剤投与者に対する通知書送付・保健指導及び返納
金未納者に対する納付勧奨等を実施し、医療費適正化に
努めている。
・適正な保険税率に向けて税率改定を検討している。
・口座振替や高額滞納者に対する滞納処分等を実施し、収
納率向上に努める。

10,592 千円 △ 11,428 千円 △ 123,586 千円 △ 91,674 千円 91,167 千円 122,603 千円

△ 48,023 千円 54,433 千円 △ 102,230 千円 52,855 千円 22,516 千円 7,385 千円

・督促及び催告の強化を図る。督促、催告に応じない場合
は、預貯金等調査し、差押により収納率を向上する。
・ジェネリック差額通知や医療費通知を活用し、医療費の適
正化に努める。
・R6年度にペイジーを導入して口振を促進し、収納率の向
上に努める。
・赤字解消に向けた税率改正を実施。（R7年度～R10年度）

・督促及び催告の強化を図る。督促、催告に応じない場合
は、預貯金等調査し、差押により収納率を向上する。
・ジェネリック差額通知や医療費通知を活用し、医療費の適
正化に努める。

△ 68,537 千円 770 千円 3,701 千円 4,470 千円 2,930 千円 3,701 千円

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

第3年次 第4年次 第5年次 第6年次

市町村の主な取組内容 備考

令和７年度

沖縄県県赤字削減・解消計画　（県定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面
　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ
適切な保険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。
２　支出面
　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り
組む。
　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。
　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名
（市町村）

赤字額
（平成30年度）

計画年次 第1年次 第2年次

年　　　度 令和２年度
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 　県定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金」の合算額

 　計画策定年度：令和３年度

 　計画年次：令和４年度～令和９年度

伊平屋村 17,376 千円
赤字削減予定額

（率）

合計 17,376 千円

第6年次

市町村の主な取組内容 備考

令和９年度

沖縄県県赤字削減・解消計画　（県定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面
　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要か
つ適切な保険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。
２　支出面
　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図
るなど、収入増に取り組む。
　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。
　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組
む。

保険者名
（市町村）

赤字額
（令和２年度）

計画年次 第1年次 第2年次

年　　　度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

第3年次 第4年次 第5年次

・口座振替納付の推進、短期証等
の活用による納付促進に取り組む。
・引き続き、特定健診受診率及び保
健指導実施率を向上させ、さらなる
医療費抑制を図る。
・県が示す標準保険料率を参考に
国民健康保険事業納付金の納付金
に含まれない経費を勘案のうえ、税
率を見直す。

△ 4,547 千円 △ 2,822 千円 9,498 千円 2,000 千円 2,000 千円 2,000 千円
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 　県定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金」の合算額

 　計画策定年度：令和４年度

 　計画年次：令和５年度～令和10年度

東村 12,194 千円
赤字削減予定額

（率）

合計 12,194 千円

第6年次

市町村の主な取組内容 備考

令和１０年度

沖縄県県赤字削減・解消計画　（県定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面
　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要か
つ適切な保険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。
２　支出面
　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図る
など、収入増に取り組む。
　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。
　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組
む。

保険者名
（市町村）

赤字額
（令和３年度）

計画年次 第1年次 第2年次

年　　　度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

第3年次 第4年次 第5年次

・共通納税システムの導入、徴収員及び
税務担当課と連携し、訪問徴収を実施す
る等を行い、収納率向上に努める。
・重複多剤受診者への指導、特定健診未
受診者に対する受診勧奨等を実施し、医
療費適正化を図る。
・保険税及び賦課方式の改定を検討。

8,238 千円 2,000 千円 2,000 千円 2,000 千円 2,162 千円 0 千円
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